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                                                         令和４年２月４日 

 

旧新町保育園解体工事における既設杭及び既設土留壁について  

＜施設概要＞ 

 場所     津市桜田町 7番 1号 

 建物概要   構造等：鉄筋コンクリート造平家建て 延べ面積 549ｍ2 

        建築年：昭和 47年築 

        基礎杭：鉄筋コンクリート製 φ250  Ｌ＝5.0ｍ Ｎ＝137本 

        土留壁：１（東側） コンクリート造 Ｈ＝1.3ｍ  Ｌ＝37ｍ程度 

            ２（西側） コンクリート造 Ｈ＝0.35ｍ Ｌ＝37ｍ程度 

 土地利用計画 施設解体後に有償売却予定（売却先、利用計画とも未定） 

 

＜現  状＞ 

  建物南西隅部（Ｘ５‐Ｙ１通り）の基礎杭について、杭頭の埋設深さが当初設計では地盤面下

１ｍ程度の想定でしたが、実際は地盤面下２ｍ程度の位置にあり、杭抜工事を施工する杭の頭出

しのために２．５ｍ程度の深さまで掘削する必要があります。更に当該箇所の杭の中には、建設

時の打撃杭工法の影響により杭が中折れし、その結果、基礎コンクリートの解体撤去時に杭の頭

部側２ｍ程度が抜け取れてしまったため、杭頭が地盤面下４ｍ程度の位置にあり、４．５ｍ程度

の深さまで掘削が必要なものもありますが、隣地との離隔は２ｍ程度と狭く、土質がゆるい粘土

層であるため、杭を抜くことによる地盤沈下などで隣地構造物への影響が懸念されます。 

  また、東側敷地境界線上に高さ１．３ｍの土留壁（１）があり、土中に１．１ｍ程度埋まった

状態で設置されていますが、隣地との離隔は０．４５ｍ程度と狭く、隣地建物との離隔も０．８

５ｍ程度しかないため、撤去する場合、隣地構造物への影響は避けられません。なお、隣地とは

０～０．４５ｍ程度の高低差があることから現状も土留の役割を果たしています。 

  同様に、西側敷地境界線上にもフェンス基礎を兼ねた高さ０．３５ｍの土留壁（２）があり、

解体工事においてフェンスは撤去したものの、現状も土留としての役割を果たしており、撤去す

ることにより隣地構造物が沈下するなどの悪影響が懸念されます。 

 

＜方  針＞ 

本敷地における上記の地下工作物について、令和３年９月３０日付け環循適発第２１０９３０１

号、環循規発第２１０９３０２号の通知及び（一社）日本建設業連合会作成の「既存地下工作物の

取扱いに関するガイドライン（以下「ガイドライン」という。）」に準じ、下記の理由により周辺の

生活環境の保全に支障が生じるおそれがなく、かつ有用性がある工作物として存置することとしま

す。なお、存置にあたっては、地下工作物に関する記録を作成し適切に管理するとともに、土地売

却時には売却先に記録を開示し引渡します。 

また、将来的に本土地の利用状況が変わった場合は、その時点で、本来、廃棄物処理法に従い適

正に処理することが原則であることを踏まえ、あらためて工作物等の撤去について再検討すること

とし、売却先へも工作物等の撤去について再検討の必要性を申し送りします。 

  

 

 

＜理  由＞ 



（基礎杭） 

a.杭はコンクリート構造体の有害物を含まない安定した性状のものであり周辺の生活環境の保 

全に支障が生じるおそれがない。 

b.土質が軟弱で地下水位も高いため、杭撤去による地盤沈下や水平変位の危険がある。 

c.地盤沈下防止のために仮設山留（鋼矢板等）を設置した場合でも、仮設山留の引抜きによる地

盤沈下が生じる可能性がある。 

d.隣地との離隔が十分でないため、地盤沈下や水平変位が生じた場合、隣地構造物に損傷を与え

る可能性が極めて高い。 

 e.計画が未定であるため、適切な埋戻方法の判断が難しく、将来計画に対する地盤の健全性、安

定性を低下させる恐れがある。 

  ※既設杭における上記の理由はガイドライン 3.2.2既存地下工作物の取扱いに係る判断目安 

（３）存置による地盤の健全性・安全性の維持（ e. ） 

（４）撤去に伴い周辺環境に影響がある場合(  b.c.d.  ) 

に該当する。 

 

（土留壁１） 

a. 土留壁１はコンクリート構造体の有害物を含まない安定した性状のものであり周辺の生活環 

境の保全に支障が生じるおそれがない。 

b.軟弱な土質のため、撤去に伴い周辺地盤に沈下や水平変位を生じさせる危険がある。 

c.地盤沈下防止のため仮設山留（鋼矢板等）を設置した場合でも、仮設山留の引抜きによる地盤

沈下が生じる可能性がある。 

d.隣地との離隔が十分でないため、地盤沈下や水平変位が生じた場合、隣地構造物に損害を与え

る可能性が高い。 

e.隣地と０～０．４５ｍ程度の高低差があることから、現状土留の役割を果たしている。 

f.将来、フェンスや塀などの基礎として活用することも期待できる。 

  ※土留壁１における上記の理由はガイドライン 3.2.2既存地下工作物の取扱いに 

係る判断目安の 

（１） 既存地下工作物の本設利用（ e.f. ） 

（４）撤去に伴い周辺環境に影響がある場合(  b.c.d.  ) 

に該当する。 

 

（土留壁２） 

a.土留壁 2はコンクリート構造体の有害物を含まない安定した性状のものであり周辺の生活環 

境の保全に支障が生じるおそれがない。 

b.隣地と０．３５ｍ程度の高低差があることから、現状土留の役割を果たしている。 

c.将来、フェンスや塀などの基礎として活用することも期待できる。 

d.撤去する場合、隣地構造物に損傷を与える可能性が高い。 

 ※土留壁２における上記の理由はガイドライン 3.2.2既存地下工作物の取扱いに 

係る判断目安の 

（１）既存地下工作物の本設利用（ b.c. ） 

（４）撤去に伴い周辺環境に影響がある場合( d. )  

に該当する 
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